
横山重点地区の範囲と景観区分

岩国重点地区の範囲と景観区分

横山重点地区の範囲は右図の青線で囲んだ

範囲です。

横山重点地区は、景観を構成する土地利用に

よる景観区分から、「うるおい住宅地区」、「歴史

散歩地区」、「山林河川地区」に区分します。

「歴史散歩地区」と

「うるおい住宅地区」

の境は、図に示す

前面道路から見える

範囲までとします。

錦川沿い（横山一丁目・

横山二丁目）の範囲

うるおい住宅地区

周辺の歴史的景観に配慮した閑静な住宅地の

景観づくりをめざします。

歴史散歩地区

錦帯橋から続く多くの歴史的景観資源と観光

資源を活かした景観づくりをめざします。

山林河川地区

城山斜面緑地と錦川河川区域の自然景観を

保全します。

岩国重点地区の対象範囲は、右図の着色した

範囲です。

景観及び土地利用特性をふまえ、「山林地区」、

「沿道にぎわい地区」、「こまちなみ地区」、

「ゆとり住宅地区」に区分します。

山林地区

椎尾神社へ続く緑と岩国山へ続く山並みの

自然景観を保全します。

沿道にぎわい地区

岩国地区へのアクセス道路沿道に、風格と

統一感のある景観づくりをめざします。

こまちなみ地区

岩国城下町に由来する商業地の歴史と文化を

継承した、風情のある景観づくりをめざします。

ゆとり住宅地区

武家屋敷地等に由来するゆとりと風格を感じる

低層住宅地の景観づくりをめざします。



• 錦帯橋から続く錦川土手や吉香公園、香川家長屋門、吉川史料館、紅葉谷公園等、横山重点地区の主要な

歴史的景観資源を中心としたまちなみ景観を守り育てます。

• 錦帯橋橋詰周辺は、多くの来訪者が訪れる場としてにぎわいの創出を図るとともに、周囲の歴史的雰囲気に

配慮した建築物や屋外広告物の誘導等により、歴史的なまちなみ景観の形成を図ります。

歴史散歩地区

うるおい住宅地区

• 建物の高さや形態意匠に配慮し、周辺景観に調和した和風の佇まいによるまちなみ景観の形成を図ります。

• 錦帯橋や対岸から望む錦川沿いに位置する旭町は、かつての川原町として錦川との関わりの中で育まれた

生活・生業を伝える景観を有する地区として、文化的景観を継承し、町家の面影を残す家なみが続き、軒先と

瓦屋根が揃ったまちなみの景観を守り育てます。

横山地区の景観まちづくりの目標



こまちなみ地区

• バス通り南側の沿道では、通りに面して連なる門と塀、和のしつらえを施した店舗や住宅により、

風格と統一感のある景観の形成を図ります。

• 臥龍橋通りの沿道では、まちの防火帯として整備された統一感のある建物の維持を図るとともに、

賑わいのある通り景観の形成を図ります。

ゆとり住宅地区

市道錦見61号線（バス通り） 市道岩国26号線（臥龍橋通り）

• 大明小路や裏路地である山手小路（一部）の沿道では、門と塀の連なりとその背後に垣間見える建物の

外観が醸し出す武家屋敷地に由来する風格を継承するとともに、大明小路の沿道では、錦帯橋へ続く

通りのにぎわいが織りなす文化的景観の継承による魅力ある景観の形成を図ります。

• 錦見七町や土手町等の通りでは、まちの歴史と文化が織りなす通りの風情を継承し、屋根や軒、壁の

連なりと和のしつらえや近代建築等のモダンなしつらえを施した建物の連続性と生業等による人々の

営みが醸し出す文化的景観の継承による魅力ある景観の形成を図ります。

市道錦見43号線（大明小路） 町家が軒を連ねる道筋（本町通りなど）

ゆとりある住宅地

• 敷地内にゆったりと和のしつらえの低層住宅が建ち、

通りからは塀や生け垣、庭木ごしに家なみが垣間見える

低層住宅地の景観形成を図ります。

• バス通り北側の沿道では、通りに面して連なる門と塀、

ゆったりとした敷地に和のしつらえを施した住宅により、

風格と統一感のある景観の形成を図ります。

沿道にぎわい地区

岩国地区の景観まちづくりの目標



岩国城下町地区内の改修事例

岩国一丁目 錦帯橋前（令和7年度工事）

改修前 改修後

→

岩国一丁目 臥龍橋通り（令和7年度工事）

改修前 改修後

→

岩国一丁目 本町通り（令和4年度工事）

改修前 改修後

→

岩国二丁目 登冨町（令和4年度工事）

改修前 改修後

→



景観形成の考え方（横山地区）

景観形成の考え方（岩国地区）



補助制度について

届出対象行為と届出手続き・補助金交付の流れ
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